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【緒言】 

白川らによって導電性をもつことが発見された無置換型のポリアセチレンは、空気中では不安

定であることや、加工性に乏しいといった問題点がある。本研究では、置換基を導入することに

よって加工性や空気安定性を高めるとともに、液晶性や発光性といった無置換型のポリアセチレ

ンにはない機能性と安定性を付与した置換型ポリアセチレンの開発を行った。この置換型ポリア

セチレンに対して電子スピン共鳴装置や超伝導量子干渉計などを用いることで電磁気的性質の評

価を行った。 

 

【測定と結果】 

・電子スピン共鳴 

ヨウ素を用いてヘビードープを行った置換型ポリアセチレンにおいて、液体窒素で室温（298 

K）から 118 K まで温度を低下させながら 5 Kごとに測定を行った。得られたシグナルから強度 

(I)・線幅 (Hpp)・g値を算出した。さらに I . Hpp
2の温度依存性を調査した。I . Hpp

2は磁化率に

比例する。 

・超伝導量子干渉計 

 ヨウ素を用いてヘビードープを行った置換型ポリアセチレンにおいて、300 K から 5 K まで

の磁化率を測定した。測定の際は 0.1 Tの磁場を印加した。 

 

【結果】 

ESR の結果より、g 値は 2.003 程度で一定となったため、温度によらずキャリアはポーラロン

である。線幅がほぼ一定であったため、パウリの常磁性を示すことが分かった。さらに、I . Hpp
2

（磁化率に対応）は一定となった。また、キャリアであるポーラロンの動きがソリトン的挙動を

示すことが分かった。これは、置換型のポリアセチレンにおいては初めての事例である。さらに 

超伝導量子干渉計での測定結果より、90 K までは磁化率がほぼ一定となることも確認した。 
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